
失 6  字 0 じ は 柴 播 。 等で と 

す 。 の。 く 老 す 柴 。 札 に あ 共 竃 
る 老 誤 。 播 婦 L  す 記 よ る に の 
に 婦 で。 柴 即 云 。 の っ 以 五 神 

  

  

  

  

  

卒 か 萎 る し 奥 に 語 譲併 に は 

  

で る れ で 

  

  

尋己 

道 が     

池 

田 

末 

利 

支
那
に
於
け
る
 竃
 祭
の
起
源
 

 
 



 
 

 
 

及
び
老
婦
 先
炊
 の
 祭
 と
は
如
何
 

 
 

と
堅
 と
を
区
別
し
、
能
楽
に
当
つ
て
神
主
・
 裂
 と
の
 奥
 と
の
関
係
を
強
調
す
る
は
い
 ュ
 

⑧
 

 
 

や
は
り
 全
 民
同
様
の
欠
陥
を
免
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
 

  

 
 

 
 

レ
致
 。
 誤
 、
 祭
レ
脩
 、
弘
光
 ゑ
 公
 -
 

⑦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

又
 こ
れ
 丈
 げ
で
は
雛
祭
 と
先
炊
 

と
の
区
別
も
不
明
確
で
あ
る
。
 

次
に
陳
寿
 祓
 6
 本
別
個
の
見
地
か
ら
 

 
 

 
 

る
 。
併
し
 奥
と
賎
 と
を
区
別
し
 

 
 

 
 

述
 な
く
、
交
配
 祭
と
云
ふ
が
如
 

 
 

 
 

担
当
時
以
 為
 ニ
年
若
 
2
 発
 -
 
、
 

 
 

 
 

轄
裂
 -
 
、
 宗
婦
祭
 。
 
之
 、
一
 

 
 

 
 

 
 

成
之
説
非
 №
。
 

Ⅰ
 
一
 

 
 

 
 

を
 掌
る
京
人
 が
萎
塞
を
廟
 門
外
の
 

 
 

 
 

ぬ
を
 夫
々
炊
い
た
も
の
 ム
 併
称
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

全
祖
望
は
 

 
 

 
 

老
婦
 之
祭
 、
歴
世
 奉
以
為
臣
先
 欣
 -
 
、
申
哀
別
集
 レ
竃
、
 而
以
レ
奥
配
レ
 2
 、
文
荷
二
尊
 

 
 



 
 

 
 

柴
は
即
ち
そ
の
方
法
を
示
す
も
の
 

一
 一
 

 
 

 
 

 
 

篇
 、
左
伝
 昭
公
 二
十
九
年
礼
 

 
 

 
 

あ
る
。
そ
こ
で
炎
帝
が
火
を
創
 
 
 

 
 

周
礼
 説
 と
し
て
「
 頴
項
 氏
子
有
 

 
 

 
 

 
 

た
ビ
 

 
 

 
 

や
 。
祝
融
は
乃
 ち
是
 れ
五
把
 の
 

 
 

 
 

別
し
て
ゐ
る
。
礼
器
の
文
が
示
 

 
 

 
 

を
 以
て
社
陵
丘
 祀
五
 嶽
を
祭
る
 L
 

 
 

 
 

鄭
注
と
は
そ
の
見
解
を
異
に
す
 

 
 

 
 

在
り
、
四
時
、
五
行
の
気
を
四
 

 
 

 
 

・
 五
嶽
 共
に
外
 楽
 で
あ
る
か
ら
後
 

 
 

 
 

も
う
 。
 

 
 

 
 

士
の
説
明
で
は
 荷
は
 犬
神
・
 竃
 

 
 

祭
の
始
源
形
態
に
就
 て
 触
れ
て
居
ら
れ
な
い
。
そ
こ
 
で
 次
に
改
め
て
考
察
を
加
へ
て
 置
 

く
 。
 

 
 

 
 

あ
る
。
而
し
て
老
婦
先
攻
 は
 

Ⅰ
 
ノ
 ノ
 
。
 



に
 多
分
の
疑
問
を
抱
 

て
 見
よ
う
。
 

竃
の
場
所
と
 云
へ
 

別
の
場
合
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

焼
て
推
考
 し
 

 
 

 
 

祀
と
云
ふ
特
 

 
 

 
 

所
 、
更
に
 

 
 

 
 

の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
此
の
事
 

な
ら
ぬ
。
 

 
 

令
 

 
 

よ
、
 

力
し
 

 
 

に
竃
 

⑩
 

 
 

の
 

 
  

 

ふ
 め
 

老
婦
の
祭
に
於
て
は
倫
理
的
意
義
が
強
い
。
 

 
 

器
 

 
 

と
を
 

 
 

。
 事
 

 
 

と
が
 

 
 

祀
 の
一
で
も
あ
っ
て
そ
の
時
 

 
 

ん
よ
り
は
寧
ろ
竃
に
媚
び
よ
 

 
 

し
て
、
 廟
 門
外
の
酉
 室
 の
 奥
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

、
宗
廟
の
祭
礼
申
 月
 平
金
 

 
 

認
め
ら
れ
る
が
、
殊
に
此
の
 

 
 

本
来
犬
神
な
る
祝
融
が
 竃
神
 

 
 

か
ら
漢
に
か
け
て
三
神
が
区
 

 
 

と
の
混
同
も
当
然
で
あ
り
、
 

 
 

。
此
の
意
味
か
ら
狩
野
博
士
 

四
 

 
 

 
 

た
も
の
で
あ
る
事
を
見
遁
し
て
は
 

  



五
 

 
 

あ
 を
 
%
 へ
 
Ⅰ
 

 
 

 
 

「
 竃
謂
 な
り
」
と
あ
っ
て
 、
そ
 

⑯
 

 
 

 
 

ら
く
蛙
の
暗
黒
色
に
基
 く
 字
音
 と
考
 

 
 

 
 

が
、
 壷
は
届
 諾
 で
そ
の
 セ
 横
切
 

 
 

 
 

併
し
 潮
 つ
て
金
文
に
 
筑
字
 を
求
 

昧
 

 
 

網
 な
り
。
周
礼
鏑
を
以
て
祝
融
を
祠
 る
 。
穴
に
 扶
ふ
、
 
礒
 の
 省
声
 。
 竃
 或
は
省
せ
ず
 巨
と
 云
っ
て
 

 
 

 
 

食
物
を
創
造
す
る
な
り
」
と
 

  

 
 

対
す
る
。
 
ッ
 ア
ッ
ア
ラ
ン
は
 
て
 ラ
タ
ウ
 

九
 
)
 

 
 

 
 

禁
忌
で
あ
る
。
デ
 

フ
ス
 ・
 シ
ナ
タ
 
ラ
ア
ン
等
の
祭
 

レ
 p
 

 
 

考
察
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
説
文
に
は
㍉
亀
は
炊
 

 
 

れ
る
。
此
の
パ
ロ
 

ル
と
ツ
 
ア
ツ
ア
ラ
ン
 
と
 

 
 

 
 

れ
を
逆
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
神
の
 

 
 

れ
て
ゐ
る
点
に
於
て
一
致
す
る
事
は
興
味
深
い
。
 

ア
 Ⅰ
 

比
塊
 

 
 

 
 

場
所
は
経
に
明
文
が
無
 

い
 
事
を
述
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

後
述
の
如
く
室
の
⑫
 

セ
罷
 

 
 

 
 

つ
た
箭
祭
 

8
 
尾
 
廟
 
不
分
離
の
原
初
 

 
 

 
 

届
か
ぬ
暗
い
処
で
あ
る
。
神
の
 

⑭
 



希
 、
四
千
世
、
上
か
ら
覆
ふ
 
綱
 -
 

 
 

 
 

意
を
示
す
音
符
で
あ
 -
 

 
 

 
 

、
 此
が
更
に
 雙
 声
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

隠
 闇
の
所
が
択
ば
れ
 

 
 

 
 

て
、
 他
に
も
多
く
の
 

 
 

 
 

か
っ
た
筈
で
、
従
 っ
 

 
 

 
 

神
の
場
所
と
如
何
な
る
 

 
 

 
 

自
明
と
な
る
。
 

る
 。
説
文
 

Ⅰ
 
造
 L
 
 
の
 

る
事
は
想
 

神
々
が
 信
 

て
そ
の
 棲
 

関
係
に
在
 

掩
 、
 潰
肉
 Ⅱ
 醜
 。
 

榔
 、
 准
 英
之
 北
 、
 

へ
ら
れ
る
。
一
方
 

譲
 字
 で
そ
の
音
は
 

は
音
通
仮
の
字
で
 

の
意
味
が
認
め
ら
 

奄
 、
積
地
。
 

艶
 、
青
黒
血
。
 

掩
 、
袋
地
。
 

掩
 、
塵
地
。
 

金
文
案
公
 設
の
 「
 紬
 百
四
方
 ヒ
の
 語
は
 

依
 横
切
（
・
 
め
 寧
ヨ
）
人
の
日
）
で
あ
る
が
、
 

あ
る
。
声
音
通
ず
れ
ば
意
義
も
亦
通
じ
 

れ
る
，
 例
へ
ば
 

轟
 、
黒
地
。
 

薙
 、
真
也
。
 

蝿
 、
 懐
也
 。
 

掩
 、
革
具
 也
 、
 掩
覆
 詩

経
の
皇
 夷
篇
 に
は
㍉
 奄
 百
四
方
 L
 に
作
る
。
 

元
来
櫃
の
属
す
る
 明
 母
と
奄
の
属
す
る
 影
母
 

た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
現
に
 胆
 ・
奄
に
 徒
 ふ
 字
レ
 

0
 具
。
 

奄
字
 は
 

と
は
王
通
 

に
は
共
に
 

ニ
 
Ⅰ
 
4
 
"
 
ノ
ア
 
"
@
 

Ⅹ
 

聞
一
多
も
指
摘
す
る
如
く
竃
の
 

蘭
 係
 に
在
る
か
ら
、
 睡
と
奄
 と
 

「
暗
黒
」
或
は
類
義
の
「
 
掩
覆
 b
 



 
 

 
 

也
の
解
に
到
っ
て
は
説
文
学
者
 

 
 

 
 

ぎ
 抽
象
的
説
明
に
終
始
す
る
か
、
 

 
 

 
 

の
 同
音
字
に
よ
っ
て
説
く
の
み
 

 
 

 
 

解
字
に
盲
従
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ん
室
也
 、
 択
レ
 米
吉
 辮
字
 、
扶
 レ
 

 
 

 
 

で
、
来
は
審
で
あ
り
、
奴
は
探
 

 
 

 
 

る
は
頗
る
興
味
深
い
見
解
で
あ
る
 

 
 

 
 

れ
ば
葵
の
音
符
に
 非
る
 事
を
指
摘
 

 
 

 
 

於
て
説
明
し
た
い
。
 

⑲
 

 
 

 
 

加
へ
て
 禽
 （
 
寮
 ）
と
な
っ
て
 

 
 

 
 

へ
の
転
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 

奥
手
も
不
同
様
の
変
化
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
 

釆
 １
本
 
@
%
 ｜
来
大
 
１
 %
 奥
 

 
 

 
 

始
 象
形
に
両
手
に
火
を
扶
 奏
 す
る
 

 
 

 
 

の
 深
奥
で
あ
る
に
由
る
 丈
 げ
で
 な
 

 
 

 
 

あ
る
。
か
く
て
奥
が
ト
辞
 褒
祭
 

⑳
 

支
那
 に
於
 6
%
 

祭
の
起
源
 

 
 

 
 

る
 事
と
相
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
 

モ
 

 
 

 
 

  

 
 

に
扶
ふ
、
 
炎
の
声
 
L
 と
 云
っ
て
 
烏
 封
切
（
・
 
曲
弓
 
・
 
ひ
拍
 
）
 に
 読
ん
で
 
ぬ
 る
。
爾
雅
秋
官
 



事
実
を
傍
証
す
る
も
の
に
荘
子
達
 
生
 篇
の
文
が
あ
る
。
 

 
 

吉
 敷
の
返
答
と
し
て
向
日
く
有
 

O
O
O
O
O
 

 
 

」
の
 
能
 神
と
思
は
れ
る
書
が
何
の
意
で
あ
る
か
に
 
就
て
 は
 注
釈
家
の
間
に
異
論
が
存
す
る
 

 
 

 
 

を
 萬
の
仮
借
と
見
る
。
鹿
は
轟
の
 

 
 

と
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
 
云
ふ
 の
で
あ
る
⑱
 思

ふ
に
書
を
の
 商
 仮
借
と
す
る
は
 

 
 

 
 

聾
 で
あ
り
 又
狭
 に
も
 作
匂
 。
 佛
 

ば
 奥
は
 

承
け
る
 

に
主
た
 

奥
が
 

 
 

 
 

す
る
ト
辞
 突
 祭
の
伝
統
を
 

 
 

 
 

詞
曲
礼
に
㍉
居
る
に
 奥
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

抹
 す
る
が
、
更
に
右
の
 

 
 

 
 

祭
 で
あ
る
。
 

か
ュ
る
 

死
者
或
は
祖
神
の
祭
祀
に
当
つ
 

 
 

 
 

  

祖
神
（
或
は
半
祖
神
）
 

及
ぴ
 

  

。
そ
こ
で
奥
が
 

煥
 
祭
の
伝
統
を
継
ぐ
も
の
と
す
れ
ば
、
 

そ
の
対
象
も
亦
元
来
は
祖
神
で
あ
 

 
 

  

 
 

  

  

挨
 っ
て
行
は
れ
る
が
、
雪
中
 

は
未
 

  

  

に
置
 
き
 、
神
位
を
東
面
と
す
る
の
 

ひ
が
し
 

沖
き
 

  

  

牢
 
鎗
金
 
祀
に
 
「
同
官
臭
 

に
範
す
 

。
 

  

  

て
ゐ
る
。
 

士
喪
 
趙
は
固
よ
り
 

死
 

  

 
 

奥
に
 
設
け
る
事
で
あ
る
。
然
ら
 



支
那
に
 於
 6
 億
祭
の
起
源
 

九
 

9
 

可
 。
 
度
思
 、
 矧
可
レ
射
思
 。
 

 
 

に
 西
北
隅
で
あ
れ
ば
西
南
隅
 

 
 

詩
 の
節
義
も
説
く
如
く
、
儀
礼
 

 
 

厭
の
礼
が
見
え
る
。
即
ち
神
位
 

 
 

西
北
隅
を
何
故
屋
漏
と
称
す
る
 

 
 

 
 

 
 

ナ
 
-
 Ⅰ
 

 
 

西
 

 
 

す
 

 
 

篇
に
 

 
 

 
 

二
子
天
親
 
-
 
、
 神
 Z
 構
思
、
 不
 -
 

京
職
 に
 「
猛
教
彰
 
不
髭
 L
 の
 話
 

は
り
長
毛
の
鬼
神
の
称
で
あ
 

て
帰
結
を
一
に
す
る
も
の
で
 

も
の
で
あ
る
 

か
く
て
 竃
 神
の
前
形
態
な
 

楽
所
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
に
 

 
 

 
 

に
於
 

あ
る
。
 縮
 有
髪
と
は
即
ち
 網
 有
泉
と
天
 ふ
 事
で
あ
る
。
 

 
 

ホ
す
 

 
 

 
 

神
の
 

 
 

題
 と
な
る
。
 

  

神 典 の 
で に と 

あ 列 し 

る 用 て 
が し 表 

馬 
  喜 ⑳ 馨 

氏 と ら 
は な れ 
こ つ る 

め て 事 
髭 ゐ は 
力 ;  る 臣 

何 に バ 

故 よ l 

翻 り ト 

神 智 ソ 

と を ン 

な 髭 ・ 

る の ス 
か 誤 ミ 

は 字 ス 
明 と の 

瞭 見 学 
て、 る げ 
な 。 る 

い姜ア とはう 
云 説 ブ 

つ 文 人 
て に の 

ゐ は 門 

ジン 
併 貌 ヒ 
し と 等 
更 し が 
に て そ 
考 ゐ の 
ふ る 例 
ね 。 で 

  
れ % 

馬 選書 ばが 玉 
の は 燭 
西 竃 實 

称 は   
で 即 
あ ち 

ゑ ⑳ 物 

然神 （ 
も の 
ば 義 
形 ） 

Ⅱ て、 

佛 あ 
（ り 

害 又 
） 翅 

@1  や・ ブ ヒ 

援 。 通 
Ⅱ ず 
葮 Ⅰ る   
髭 面 
は し 
長 て 
毛 姥 
を は 
有 識 
す 女 
る に 

鬼 老 
神 物 

即ち 神 （ 
祖 ） 
神 の 
て、 精 
な と 
く し 
て て 
は ゐ 
な る 
も が ; 
ぬ   

鬼 
超 の 
趨 参 
者 即 
が ち 
住 屋 
々 毛 
長 を 
手 具 
な へ 
育 た 
す も 
る の 
6  ム 



  
  

 
 

格
 が
定
立
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
 
一
 

 
 

ュ
も
 指
摘
す
る
処
で
あ
る
。
即
ち
 巨
 １
％
 

@
 

 
 

関
係
を
有
し
、
古
代
人
は
此
を
合
し
て
 

体
 聖
火
と
祖
霊
と
が
同
一
視
さ
れ
た
事
は
西
洋
 

に
 於
て
聖
火
の
祭
檀
の
擬
人
化
さ
れ
た
「
 
ヘ
ス
 

ク
 イ
モ
ン
 

一
つ
の
宗
教
と
じ
た
。
 
竃
神
 
・
 守
霊
 
・
神
人
・
 

@O 

 
 

 
 

温
奥
 な
る
な
り
 L
 と
云
ふ
 如
く
 

①
 

 
 

 
 

と
云
ふ
 事
に
な
る
。
但
し
奥
 袖
 

 
 

 
 

す
れ
ば
奥
が
そ
の
 二
 要
素
中
後
に
 

 
 

 
 

と
 共
に
屋
漏
に
祭
ら
れ
る
に
到
っ
 

 
 

 
 

の
 変
化
過
程
を
示
す
も
の
 又
 如
く
 

 
 

、
前
述
の
ア
ミ
族
の
住
居
と
比
較
し
た
場
合
、
全
然
 
無
稽
の
論
と
も
 云
 へ
な
い
で
あ
ら
 

 
 

 
 

形
も
そ
の
古
文
 熟
 或
は
瘤
玄
麦
 が
 

 
 

 
 

玉
篇
に
は
魑
の
別
体
と
し
て
 

⑪
 

 
 

 
 

あ
る
。
さ
す
れ
ば
屋
漏
は
屋
 魍
 

 
 

 
 

歴
 、
 竃
 有
髪
」
は
結
局
屋
漏
 と
 

 
 

し
た
荘
子
達
 生
篇
の
 ㍉
 沈
有
履
 L
 の
語
で
あ
る
。
 何
と
な
れ
ば
こ
の
三
字
は
釈
文
に
引
 

る
 。
是
等
の
説
は
大
別
し
 

6
 口
義
と
す
る
 説
 （
傭
人
 

（
日
偏
 説
 ）
と
に
分
れ
る
。
 

 
 

 
 

「
漏
れ
 

ま
く
 

 
 

 
 

る
説
 

 
 

 
 

10 



一
一
 

支
那
に
 於
 6
 億
祭
の
起
源
 

 
 

 
 

証
 

②
狩
野
博
士
仝
上
書
 
九
 0
1
 九
一
頁
。
 

④
 犠
祀
 鄭
注
に
旧
説
と
し
て
上
記
の
事
を
引
い
て
ゐ
る
。
 

⑤
 鯖
埼
 草
葉
外
編
、
 
稗
奥
 。
 

 
 

あ
る
。
 

⑦
五
経
異
義
疏
 
証
巻
一
 、
七
十
九
案
（
真
清
経
 
解
本
 ）
。
 

 
 

非
 と
し
て
 ゐ
墓
を
 注
意
し
て
置
く
。
 

⑨
史
記
 孝
 武
本
記
 索
終
引
 の
譲
文
同
じ
。
 

 
 

 
 

の
湖
 源
 的
形
態
に
関
し
て
は
稿
を
 

改
め
て
論
ず
る
事
と
す
る
。
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

支
那
宗
教
に
於
け
る
祖
神
崇
拝
 

 
 

 
 

二
重
性
格
を
具
有
す
る
も
の
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 
体
な
ら
ず
聖
火
は
祖
神
の
象
徴
 

 
 

祖
神
が
一
家
の
守
護
神
と
し
て
最
高
の
信
仰
対
象
で
 

あ
っ
た
事
と
が
 

此
 両
者
の
宗
教
的
 

⑳
 



 
 

 
 

な
に
少
牢
 及
特
牲
祀
に
 嵌
を
 

の
 大
略
を
窺
 ふ
 事
が
出
来
る
。
 

⑪
論
語
正
義
春
 
三
 、
十
八
１
元
 棄
 。
 

⑫
 馬
叙
倫
 荘
子
義
 証
巻
 十
九
、
十
薬
。
 

 
 

諾
 し
て
ゐ
る
。
 

⑭
同
教
授
者
、
同
原
始
文
化
の
探
究
 
L
 一
二
 0
1
 一
頁
。
 

 
 

意
 で
あ
る
。
 

な
 え
へ
ん
 

の
亦
 ぬ
音
し
て
 旭
勉
 の
 甘
 と
も
な
る
。
 

 
 

 
 

が
、
 雅
は
即
ち
黒
で
あ
る
（
 朱
 

駿
声
 、
譲
文
摘
 訓
 産
声
帯
 部
 徒
字
 下
 ）
。
 

 
 

語
 で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

未
刊
 ｜
に
 詳
説
し
て
ゐ
る
。
 

⑳
荘
子
 今
腱
 五
五
葉
。
 

 
 

 
 

H
 、
 揮
揮
如
 レ
人
、
被
 レ
援
 、
読
 

 
 

 
 

投
法
 筆
等
 ）
。
 費
佛
輔
脅
で
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

（
 、
 
0
 コ
ロ
 
0
 丘
田
罵
べ
 。
 づ
 ・
 
3
%
 

 
 

 
 

伝
 に
は
引
い
て
碑
に
作
る
。
 
暉
 

 
 

 
 

）
 と
 五
通
す
る
事
を
注
意
し
 

て
 置
く
。
 

⑳
荘
子
義
証
券
十
九
、
十
 
葉
 。
 

一
二
 

t2 



支
那
に
 於
 6
 億
祭
の
起
源
 

  
      

 
 

 
 

 
 

⑳
詳
細
は
別
 稿
 
㍉
屋
漏
・
・
 申
宙
 同
源
 考
 L
l
 未
刊
 ｜
 

 
 

む
べ
き
 

 
 

隅
の
 

は
 即
ち
 屋
 有
漏
Ⅱ
 屋
 有
史
で
あ
る
。
 

㊤
田
辺
見
之
助
氏
課
コ
古
代
都
市
 
L
 七
九
頁
。
 

④
仝
 上
 、
八
一
頁
。
 

⑪
仝
 上
 、
七
二
頁
。
 

⑱
仝
 上
 、
七
九
頁
。
 

@
 
⑲
仝
 上
 、
八
二
、
八
九
頁
。
 

 
 

的
区
肌
 

 
 

ほ
ほ
 

要
 性
を
 窺
ふ
 事
が
出
来
る
。
 

 
 

 
 と

し
て
 庶
 士
庶
人
は
 
一
 祀
を
立
て
る
が
、
そ
れ
は
月
神
威
 

時
代
の
後
端
を
行
（
庶
民
階
級
で
あ
る
。
此
の
点
か
ら
も
 

一
部
分
で
あ
る
。
 

神
 で
あ
る
。
凡
そ
封
建
 

の
原
始
信
仰
に
 於
 6
 室
 

１
丁
 ｜
 

 
 

義
 で
あ
る
か
ら
 沈
有
履
 

と
 云
っ
て
ゐ
る
。
 

エ 3 



 
 

 
 

、
旧
約
の
中
で
最
も
重
要
な
 

 
 

 
 

」
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
 従
 

 
 

 
 

甚
だ
複
雑
で
あ
り
、
後
代
に
な
 

 
 

 
 

わ
れ
る
。
 
ョ
 一
ョ
 ッ
パ
 各
国
語
 
 
 

 
 

乱
 R
 
（
 
英
 、
仏
）
等
の
語
が
あ
 

 
 

 
 

一
二
ア
ン
ス
と
は
大
分
違
っ
た
 感
 

 
 

 
 

の
語
の
用
法
の
主
な
る
も
の
に
つ
 

 
 

 
 

つ
い
て
権
威
あ
る
西
洋
の
学
者
の
 

説
 、
辞
典
の
説
明
を
顧
み
て
お
こ
う
。
 

 
 

 
 

な
こ
と
」
の
意
で
あ
ろ
う
と
い
 

 
 

 
 

レ
ビ
詔
一
九
 ノ
 三
六
、
申
 

 
 

 
 

て
い
る
場
合
に
見
ら
れ
る
の
で
 

 
 

 
 

で
 用
い
ら
れ
て
い
る
。
権
威
あ
る
 

旧
約
聖
書
に
わ
げ
る
「
 義
 」
 

中
 

沢
沿
樹
 

）
 四
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し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
 支
配
的
で
あ
っ
た
時
期
、
第
二
 

う
 な
意
味
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
だ
 

体
の
規
範
に
従
 う
 こ
と
、
端
的
に
 

の
パ
一
ス
 。
ヘ
ク
デ
ィ
 
ヴ
 が
加
わ
 

の
と
見
、
そ
れ
は
宗
教
的
共
同
体
 

範
 に
適
っ
て
い
る
こ
と
（
 
之
 0
q
 
ヨ
 ・
 

セ
 十
年
ば
か
り
前
に
、
ド
イ
ッ
 

理
的
 評
価
で
あ
っ
た
が
、
後
に
 

由
 の
の
の
 
叶
ゆ
 
Ⅱ
ゴ
ロ
 
B
 
 （
の
し
 

W
 ）
 ト
ヨ
 

表
し
た
（
 沐
 ，
 叫
ナ
づ
 曲
目
・
 

 
 

 
 

大
な
る
学
者
 べ
一
 デ
ル
セ
ン
の
 

 
 

 
 

の
 ㌧
 
9
 
 せ
 0
 目
 Ⅰ
１
目
 い
の
か
 

0
 ）
の
 

 
 

速
 さ
せ
て
、
「
健
全
な
こ
と
、
ノ
ー
マ
ル
な
こ
と
、
 存
 在
 が
全
く
調
和
し
て
い
る
こ
と
」
 

 
 

 
 

三
 二
八
頁
）
。
こ
の
契
約
関
係
に
 

 
 

 
 

理
解
も
大
体
こ
の
線
に
沿
っ
て
 進
 

 
 

 
 

ヒ
ュ
 ア
ン
ス
に
富
ん
だ
、
重
要
 

 
 

 
 

の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
か
が
問
題
 

一
五
 

旧
約
聖
書
に
や
け
る
「
 
義
 」
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か
 。
十
二
章
の
初
め
に
ア
プ
ラ
ム
 

 
 

 
 

を
 大
な
る
国
民
と
な
し
、
汝
を
め
 

次
に
古
典
的
な
個
 処
は
 、
創
世
記
十
五
 ノ
 六
で
あ
る
 
 
 

 
 

な
し
拾
へ
り
。
」
 

 
 

）
に
属
す
る
と
い
わ
れ
 

 
 

に
 於
て
パ
ウ
ロ
が
こ
れ
を
 

 
 

一
ブ
 六
）
に
度
々
引
用
し
 

  

 
 

と
 連
関
 

 
 

の
 根
拠
 

 
 

。
ハ
ウ
 
甘
 

 
 

 
 

 
 

係
か
ら
判
断
し
て
大
体
察
知
 

 
 

然
か
 

為
せ
り
」
（
 

六
ノ
 

三
三
 

 
 

」
 

圭
 つ
た
 

 
 

こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

 
 

て
い
 

 
 

わ
 け
 

（
 
P
 ）
 、
セ
ノ
五
 （
 
J
 ）
）
と
あ
る
の
え
ん
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

一
山
、
 

/
 

 
 

 
 

の
 意
味
を
検
討
し
て
見
よ
う
。
 

 
 

 
 

（
前
者
は
祭
司
 典
 P
 、
後
者
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
、
即
ち
邦
訳
聖
書
に
 

よ
る
と
 

「
ノ
ア
は
義
人
に
し
て
そ
の
世
の
完
全
き
者
な
り
き
」
 



  

 
 

 
 

、
汝
ら
ほ
 諸
々
の
氏
に
ま
さ
り
て
よ
り
よ
Ⅰ
主
と
 
る
べ
た
 

旗
わ
 ト
仏
 

し
。
」
 

と
あ
り
、
二
十
 章
 の
 十
誠
 
（
 E 
）
の
申
に
は
 

旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
 
義
 」
 

  
モ 

 
 

 
 

れ
を
神
は
彼
の
「
 義
 」
と
数
え
 

 
 

 
 

と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
ア
ブ
ラ
 

  

ふ
か
 初
め
て
信
じ
た
の
で
は
な
く
、
信
じ
つ
づ
げ
た
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

確
認
さ
れ
た
、
と
い
う
 煮
 て
あ
 

 
 

 
 

て
い
る
（
 旨
 ・
口
口
許
 H
@
 
N
 

毛
色
 
 
 

 
 

を
も
っ
た
、
青
紫
に
あ
た
る
解
釈
 

 
 

 
 

神
と
人
と
の
間
の
人
格
的
な
 

 
 

 
 

か
え
っ
て
九
章
に
も
、
更
に
十
 

 
 

 
 

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
 実
 

 
 

 
 

（
㏄
 
目
 す
の
Ⅱ
 
ぃ
パ
キ
目
 
%
 
一
 叶
ロ
コ
ひ
 

Q
0
 
叶
叶
の
 

㏄
・
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
。
十
九
章
五
節
（
 
J
 ）
 

こ
ま
 

 
 

 
 

 
 

従
っ
て
出
で
」
往
い
た
。
十
五
 

 
 

 
 

た
め
に
止
む
な
く
養
子
を
し
ょ
う
 

 
 

 
 

か
く
の
如
く
な
る
べ
し
」
と
 言
 

 
 

 
 

能
 な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
。
「
 
ま
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（
甘
口
内
 

ひ
ま
 
）
で
あ
っ
て
、
抽
象
 

 
 

を
 子
に
報
い
、
子
の
子
に
報
い
て
三
四
代
に
及
ぼ
す
者
。
」
 

 
 

 
 

 
 

い
う
こ
と
は
、
神
が
真
実
で
あ
 

 
 

 
 

恩
恵
と
刑
罰
、
審
判
と
救
済
で
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
 !
1
 

 
 

 
 

の
義
 と
な
る
べ
し
。
」
 

 
 

 
 

れ
が
人
間
の
義
と
考
え
ら
れ
て
い
 

 
 

 
 

従
の
要
求
は
民
に
君
臨
す
る
王
者
 

 
 

 
 

義
 が
真
実
と
共
に
語
ら
れ
て
い
る
 

 
 

 
 

一
二
「
 ね
が
 は
Ⅰ
 、
は
 ヤ
ハ
ウ
ェ
 各
 

 
 

 
 

 
 

に
 匹
敵
す
る
ほ
ど
古
 い
 も
の
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
、
 ：
：
：
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 
萎
 し
き
業
を
た
た
へ
、
そ
の
イ
ス
ラ
 エ
レ
ノ
を
 
治
め
 給
う
毒
 
、
、
、
 

し
き
 

業
を
 

た
た
へ
よ
」
（
 一
 0
 、
一
・
一
）
。
 

一
八
 

 
 

 
 

わ
れ
を
愛
し
わ
が
 隷
 命
を
守
る
 

 
 

山
、
 

ノ
 ）
。
 

 
 

 
 

）
記
者
の
加
筆
で
あ
る
と
す
る
 句
 

 
 

 
 

一
四
 ノ
六
、
セ
 
（
 JY
.
 ）
に
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
 施
し
悪
と
過
と
 罪
 と
を
赦
す
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フ
ェ
ル
の
勝
利
、
カ
ナ
ン
の
栓
 桔
 

  

 
 

 
 

は
 勝
利
の
意
に
な
る
か
と
い
え
 

 
 

 
 

 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 

誠
 め
に
背
い
て
異
教
の
神
を
拝
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
 

 
 

改
め
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
帰
る
な
ら
ば
 

 
 

 
 

罰
 的
な
思
想
は
後
の
申
台
記
的
な
 

 
 

 
 

る
 契
約
を
中
心
と
す
る
神
と
民
と
 

 
 

叙
述
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

げ
る
「
 義
 」
の
根
本
概
念
は
、
契
約
に
よ
っ
て
規
定
 さ
れ
る
神
と
民
と
の
正
し
い
あ
 

 
 

 
 

に
そ
れ
で
は
予
言
書
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ば
し
ば
共
に
表
わ
れ
る
語
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

と
 思
 う
が
 、
そ
れ
は
少
し
前
の
 

 
 

 
 

 
 

と
 全
く
同
義
語
で
あ
る
か
の
 如
 

 
 

 
 

裁
 き
 」
は
「
正
し
い
裁
 き
 」
を
 意
 

 
 

 
 

義
 」
と
訳
さ
れ
て
い
る
巾
の
幸
 

川
吋
川
は
 

 
 

 
 

 
 

い
わ
ゆ
る
社
会
正
義
と
い
う
 概
 

 
 

 
 

の
 契
約
、
そ
の
契
約
に
基
ず
く
 

旧
約
聖
 吉
 に
お
け
る
「
 
義
 」
 

一
九
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と
ち
っ
 て
、
 ヤ
 

ハ
ウ
ェ
 と
イ
ス
 

も
露
骨
な
筆
致
 

が
通
り
す
が
り
 

節
 ）
、
と
あ
る
。
 

 
 

 
 

あ
る
の
は
、
 
ャ
 

 
 

 
 

こ
の
こ
と
を
 最
 

で
 描
い
て
い
る
の
は
 エ
 ゼ
キ
エ
ル
 吉
 十
六
章
で
あ
る
。
 

 
 

た
の
を
ヤ
ハ
ウ
ェ
 

 
 

 
 

属
 と
し
た
」
（
 八
 

 
 

 
 

で
に
配
慮
し
 、
 

 
 

の
 規
範
と
し
て
の
正
義
を
意
味
す
る
も
の
と
見
た
い
。
 

次
に
 イ
 ザ
ヤ
書
に
移
る
と
、
そ
の
冒
頭
に
 

 
 

 
 

主
を
知
り
革
 
馬
 は
そ
の
 も
 

 
 

O
 
し
 

  
厩 

 
 

 
 

し
け
か
の
・
い
収
 

ぃ
 ）
こ
の
 
う
抜
ゴ
づ
 
川
こ
 

 
 

 
 

 
 

こ
こ
で
は
や
は
り
そ
の
よ
 う
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
 

 
 

 
 

約
の
精
神
に
帰
っ
て
（
 出
挨
及
 

 
 

 
 

す
る
な
、
と
い
う
の
で
は
な
い
 

か
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

用
い
ら
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
 

 
 

 
 

に
 裁
判
官
か
ら
そ
の
青
方
を
認
 

 
 

記
 二
五
 ノ
フ
 イ
ザ
ヤ
書
 
五
ノ
 二
三
参
照
。
）
 

為 



 
 

旧
約
聖
書
に
お
け
る
コ
 
%
 
」
 

Ⅰ
一
一
 

 
 

 
 

 
 

具
体
的
に
は
国
の
指
導
者
た
ち
 

 
 

 
 

 
 

結
局
同
じ
こ
と
を
指
す
わ
げ
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
，
フ
 。
 

 
 

お
 ち
 

 
 

 
 

ゆ
 
べ
し
：
：
：
然
る
後
汝
は
再
び
正
義
の
町
、
忠
信
の
町
と
称
 
へ
ら
れ
ん
。
」
 

 
 

 
 

 
 

は
 注
意
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
忠
信
な
 

 
 

へ
ら
れ
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ⅱ
川
の
す
 
州
い
 ）
と
呼
ば
れ
た
こ
と
 

は
 既
に
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

む
か
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
て
満
ち
正
義
そ
の
中
に
宿
り
し
に
…
…
」
 

並
々
な
ら
ぬ
忍
耐
 と
 愛
と
を
も
っ
て
幼
い
 

な
 衷
情
を
も
っ
て
報
い
る
べ
ぎ
で
あ
る
の
 

け
で
あ
る
。
し
か
し
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
こ
れ
に
 

白
く
な
り
、
紅
の
如
く
赤
く
と
も
羊
の
毛
 

0
 発
達
に
大
な
る
寄
与
を
な
し
だ
と
思
 う
 

の
 根
本
契
機
と
見
て
お
り
、
た
し
か
に
 法
 

英
語
の
ま
ぬ
 ォ
付
 あ
る
い
は
出
生
 ョ
 
な
ど
 

 
 

同
時
に
、
そ
の
主
張
の
正
当
 さ
 、
あ
る
 ぃ
 

 
 

ク
エ
 の
恩
義
に
対
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
献
身
的
 

 
 

い
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
罪
は
甚
だ
大
き
い
 わ
 

 
 

ん
、
汝
 ら
の
罪
は
緋
の
如
く
な
る
も
嚢
の
如
く
 

 
 

」
の
法
廷
に
お
け
る
論
告
の
思
想
は
義
の
観
念
 

 
 

）
は
法
廷
的
な
義
の
観
念
を
旧
約
に
お
け
る
 義
 

 
 

解
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
ド
イ
ッ
語
の
力
の
 0
%
 

 
 

は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
語
が
権
利
と
 

 
 

ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
判
決
の
結
 某
 そ
の
主
張
 



 
 

 
 

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
義
が
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
ダ
ビ
デ
の
 商
よ
 り
 起
 

 
 

べ
し
。
」
 

イ
ヤ
新
正
当
世
 

デ
こ
 

 
 
八
年
貢
・
 
記
ル
こ
 

ェ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
が
後
人
の
重
複
挿
入
で
 

 
 

 
 

」
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
義
が
さ
 

ぎ
 

 
 

 
 

っ
 ダ
ビ
デ
の
位
に
す
わ
り
て
そ
の
国
を
治
め
今
ょ
 り
後
 永
遠
 に
 公
平
と
正
義
と
を
も
て
こ
れ
 

 
 

 
 

 
 

を
 引
用
す
る
な
ら
ば
 ｜
 

 
  

 

二
 %
 



 
 

 
 

の
 牧
者
は
一
人
な
る
べ
し
。
 
か
 

 
 

 
 

永
遠
の
契
約
と
な
る
べ
し
」
 

（
三
七
 
ノ
 一
五
 ・
二
 二
八
）
。
 

 
 

 
 

約
等
 の
諸
契
機
が
 悉
，
へ
表
 
わ
れ
 

 
 

 
 

思
想
の
根
本
原
理
を
述
べ
た
十
八
 

旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
 
義
 」
 

Ⅰ
一
一
一
一
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か
れ
ら
を
集
め
て
そ
の
地
に
導
 

 
 

 
 

 
 

し
 。
か
れ
ら
は
重
ね
て
二
つ
の
 

に れ ュ い 沿 い の か て ア い 

 
 

 
 

ん
こ
の
後
の
名
称
が
 イ
ェ
レ
 「
 
、
へ
 

 
 

 
 

あ
っ
た
が
義
を
行
 3
 力
に
欠
 け
 

 
 

を
 示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
 そ
 の
よ
う
な
 義
 と
は
何
で
あ
ろ
う
 

 
 

 
 

お
い
て
 義
 と
は
た
し
か
に
全
体
 

 
 

 
 

極
 に
お
い
て
我
ら
を
 審
き
 、
 救
 

 
 

 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
固
有
の
神
政
々
 

 
 

 
 

象
徴
的
意
義
を
も
っ
に
過
ぎ
な
 

 
 

 
 

此
 に
分
裂
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
 と
 

 
 

 
 

い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
 そ
 

述
べ
て
い
る
 

｜
｜
を
 

最
も
強
調
し
た
の
は
予
言
者
 ヱ
ゼ
キ
エ
 ル
て
あ
る
。
 

 
 

い
て
も
そ
の
こ
と
を
次
の
 よ
う
 

 
 

を
 取
り
て
そ
の
上
に
 
ユ
 ダ
お
よ
び
そ
の
 
侶
 な
る
イ
ス
ラ
エ
ル
 
の
子
孫
と
書
き
、
ま
た
一
片
の
 

 
 

 
 

 
 

0
 本
と
な
せ
か
れ
ら
 



 
 

 
 

（
の
・
の
・
 

円
 o
H
,
q
-
m
@
 

）
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
～
）
 

-
 
ゆ
 m
 か
 -
n
 

一
 
o
 （
）
 

巨
 

 
 

 
 

0
 の
Ⅰ
 
R
 は
岳
抽
ガ
の
ご
 

、
 刃
 R
 す
り
叫
の
岸
 

 
 

 
 

）
に
お
い
て
は
Ⅰ
 ノ
ッ
デ
 が
第
二
 

 
 

 
 

の
方
で
は
、
一
八
九
八
年
に
 チ
ェ
 

 
 

 
 

円
 ・
 
ホ
 ・
の
す
の
 

ぜ
 局
の
 
、
づ
す
 
の
 い
 0
0
 
オ
 o
h
 

 
 

 
 

改
訳
に
お
い
て
、
お
叶
っ
 
珪
 Ⅱ
 づ
 。
お
・
 

 
 

 
 

す
の
 

0
.
 

ド
し
、
 更
に
一
九
二
七
年
 

 
 

の
笘
ざ
 
5
 
 
等
の
語
が
加
わ
り
（
の
 ヨ
 Ⅰ
 
鯨
 1
0
0
0
 

年
の
憶
 

色
 、
 円
 す
の
の
 

o
N
 

口
ロ
）
の
叶
の
 

ロ
ノ
ヴ
 

（
の
 
乎
リ
コ
 

 
 

成
員
 

エ
 

ヤ
に
 

一
一
一
一
 

義
 

訳
語
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

悪
 は
そ
の
人
に
帰
す
べ
し
」
 

（
 
九
 、
二
 0
 節
 ）
。
 

 
 

質
を
表
わ
す
概
念
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
 個
 人
は
あ
く
ま
で
も
共
同
体
の
 

 
 

通
じ
て
の
み
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
に
重
要
な
点
の
み
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
，
 

学
者
の
 い
 わ
ゆ
る
第
二
 ィ
ザ
 

ム
に
 述
べ
た
 故
 
（
宗
教
研
究
 

 
 

に
 展
開
さ
れ
て
い
る
か
は
、
西
洋
近
代
の
註
解
学
者
 
た
ち
の
次
に
掲
げ
る
様
々
の
 

 
 

 
 

組
曲
註
解
（
戸
口
車
 ョ
、
 

二
四
 

章
 で
あ
る
。
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二
五
 

旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
 
義
 」
 

 
 

 
 

 
 

語
源
が
 、
 
力
ナ
 い
 乃
至
真
直
ぐ
な
、
と
い
 

ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
は
少
く
と
も
第
二
 

以
下
に
お
い
て
雄
揮
 に
 
展
開
し
て
い
る
の
 

 
 

概
念
が
派
生
し
得
る
こ
と
は
容
易
に
背
か
れ
る
 

 
 

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
第
二
 イ
 ザ
 ヤ
 が
 四
 0
 章
 

 
 

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
 

 
 

 
 

 
 

ヨ
す
叩
日
抽
 
の
 夷
 ぎ
す
・
 

H
o
 

ミ
 ）
。
そ
の
 

 
 

 
 

単
 な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
ス
キ
ン
ナ
ー
に
 ょ
 れ
ば
、
 

こ
れ
ら
の
義
は
一
貫
し
た
、
 
た
 

 
 

ブ
ッ
ト
は
 づ
仁
 
Ⅱ
 づ
 
0
 の
の
を
、
後
の
一
一
つ
に
の
曲
 

仁
 の
の
を
 
あ
て
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
 う
い
 

 
 

 
 

よ
り
も
前
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
既
に
 

Ⅱ
㏄
曲
目
 

曲
プ
 

・
 

 
 

 
 

な
い
。
旧
新
約
を
通
じ
 

 
 

 
 

幸
 
に
し
て
近
代
語
の
申
に
は
こ
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
り
う
く
る
義
な
り
」
（
五
四
 

ノ
 
一
七
）
。
 



 
 

 
 

*
 
私
訳
 ）
。
 

 
 

 
 

 
 

あ
り
と
。
…
…
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 

  

  

 
 

 
 

ら
 我
を
仰
ぎ
望
め
さ
ら
ば
救
は
 

 
 

  

四 る 照 ゲ こ は 能 し な 
五， 。 ） 審 な 力 な る 後 
/ た 述 削 い で が 理、 の 

 
 

 
 

の
側
に
お
け
る
公
明
正
大
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
え
よ
 う
 。
し
か
 

 
 

意
志
で
あ
る
と
共
に
能
力
で
あ
り
、
し
 

な
 

調
和
に
も
た
ら
す
統
治
の
 

力
 
全
体
 

 
 

 
 

ぃ
 概
念
内
容
を
示
す
語
で
 

 
 

 
 

 
 

こ
ろ
で
そ
の
神
の
経
 倫
 

 
 

 
 

て
は
既
に
（
一
八
頁
 参
 

三
 一
以
下
と
五
①
 ノ
 八
で
あ
る
 ｜
｜
 

 
 

 
 

者
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
 

 
 

 
 

し
て
お
ぎ
た
い
。
そ
れ
は
 

Ⅰ
一
山
 

ト
ノ
 

 
 

 
 

し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
 

 
 

 
 

ま
れ
る
、
一
貫
し
た
目
的
、
計
 

 
 

 
 

の
も
す
べ
て
こ
の
世
界
救
済
と
い
 

 
 

 
 

 
 

に
 秘
め
ら
れ
、
時
に
「
ョ
一
口
」
（
 

四
 

 
 

 
 

れ
ら
の
 個
処
に
 於
て
 義
 と
呼
ん
だ
 

の
で
あ
る
。
 

囲 



 
 

二
七
 

 
 

旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
 
義
 」
 

 
 

賜
物
と
し
て
の
義
は
 、
 

 
 

体
 的
に
 
 
 

 
 

な
 章
で
あ
り
、
こ
の
 章
 だ
け
で
 

 
 

 
 

世
界
救
済
の
計
画
、
目
的
、
経
 

輪
 と
解
す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
 

 
 

約
苗
臣
は
 「
勝
利
を
得
」
と
訳
し
 

 
 

 
 

上
げ
、
そ
の
失
わ
れ
た
権
利
、
 

 
 

 
 

る
 論
告
の
形
を
と
っ
て
お
る
こ
と
 

 
 

法
の
今
一
つ
の
例
は
五
 
0
 ノ
ハ
、
 九
で
あ
る
 

 
 

 
 

ち
 ゃ
。
」
 

 
 

 
 

一
人
称
で
語
り
、
自
ら
励
ま
し
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

こ
，
フ
 

。
 

 
 

 
 

の
 苦
難
の
後
に
光
を
見
、
打
 

自
ら
 
丑
 

 
 

 
 

レ
 一
の
譲
に
従
っ
た
。
 

 
 

 
 

ろ
に
あ
る
。
こ
の
僕
を
苦
し
め
 

 
 

 
 

、
フ
 
こ
と
に
よ
っ
て
 
、
 彼
は
多
く
 

 
 

 
 

て
、
い
 わ
ゆ
る
毛
の
ヰ
件
 

簿
 Ⅰ
ョ
せ
 

岸
 ・
 

 
 

人
の
徳
行
、
功
績
、
権
利
等
に
関
係
な
く
、
恩
恵
、
 
賜
物
と
し
て
与
え
ら
れ
る
義
で
あ
 

 
 

 
 

ぎ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
 代
墳
 



二
八
 

 
 

 
 

に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
術
語
で
 

 
 

 
 

に
お
け
る
本
質
的
な
契
機
を
要
約
 

し
て
見
る
な
ら
ば
次
の
如
く
て
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 関
係
）
を
 

、
 人
と
人
と
の
 

間
 

 
 

 
 

る
こ
と
を
見
た
（
一
九
頁
 

参
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
こ
と
に
於
て
変
り
は
な
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
。
ま
た
こ
の
関
係
を
可
能
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
。
契
約
は
自
然
発
生
的
な
関
 

 
 

 
 

い
て
も
責
任
は
あ
る
。
民
が
そ
 

 
 

 
 

て
 
責
任
を
感
ぜ
ず
 

侮
 改
め
な
い
 

場
 

 
 

 
 

 
 

と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
 

審
ぎ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 
義
は
他
の
面
に
お
い
て
恵
み
 

 
 

 
 

 
 

罪
を
赦
さ
れ
、
再
び
神
の
民
 

と
 

 
 

ミ
ヤ
 
記
 ，
 
二
一
ノ
三
 

一
 
｜
 二
四
参
照
）
。
旧
約
の
神
の
怒
 

り
の
 
面
 だ
け
を
義
と
見
て
赦
し
の
 

 
 

 
 

。
預
言
者
、
特
に
第
二
イ
ザ
ヤ
 

 
 

 
 

は
 主
と
し
て
宇
宙
的
に
展
開
さ
る
 

 
 

意
味
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
 

 
 

 
 

謝
 し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
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二
九
 

2
9
 

旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
 
義
 」
 ま

 
-
 
-
 
と
 

 
 

 
 

事
の
軽
重
を
重
ん
じ
、
 
重
 ぎ
に
 

  

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 素

行
の
士
 

談
 
に
よ
る
と
「
 

モ
 

 
 

と
し
 

 
 

 
 

「
 神
 

 
 

鱒
的
 

 
 

も
の
 

 
 

し
と
 

 
 

ヵ
よ
、
 

 
 

 
 

一
面
が
あ
り
、
恐
ら
く
こ
の
 

 
 

思
わ
れ
る
。
最
後
に
最
も
注
 

 
 

い
わ
ば
否
定
的
に
媒
介
せ
ら
 

 
 

は
 表
面
に
出
ず
、
新
約
の
時
 

 
 

に
お
い
て
神
の
義
と
人
の
義
 

 
 



 
 

 
 

を
 想
い
 浮
 べ
る
と
き
一
つ
の
 
ァ
 

 
 

 
 

ェ
の
 絶
対
的
主
体
性
に
お
い
て
 
成
 

 
 

 
 

否
 吾
郎
 と
呉
 鳳
の
場
合
は
異
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
民
の
罪
を
 

 
 

 
 

著
名
な
史
実
あ
る
い
は
物
語
の
申
 

 
 

 
 

と
を
知
ら
な
い
が
 一
 （
あ
れ
ば
 御
 

 
 

我
々
に
 畝
 如
し
て
い
な
い
と
忠
久
 -
 

  

 
 

 
 

じ
 道
、
あ
り
方
、
た
て
ま
え
 

 
 

 
 

縦
の
階
層
的
人
間
関
係
に
余
り
に
 

、
、
 、
、
 

 
 

 
 

ち
 社
会
正
義
に
展
開
せ
し
め
ら
れ
 

る
こ
と
が
少
な
か
つ
た
。
 

一
朝
事
 

の
惨
酷
 

純
粋
な
 

せ
ら
れ
 

遂
行
す
 あ

る
と
 ぎ
 は
す
 

さ
に
も
拘
ら
ず
 

感
動
性
を
伴
つ
 

る
 場
合
に
は
そ
 

る
こ
と
は
人
と
 

 
 

 
 

の
話
が
そ
 

 
 

 
 

の
よ
う
に
 

 
 

 
 

が
ら
遂
行
 

 
 

 
 

る
 義
務
を
 

 
 

件
 で
あ
る
。
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

三
 O
 

㏄
 

い
て
君
に
つ
く
こ
と
が
正
に
あ
る
 

て
は
ど
こ
ま
で
も
私
事
で
あ
り
、
 



旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
 
義
 」
 

一
一
一
一
 

は 立 

 
 

 
 

正
に
象
徴
的
意
義
１
１
そ
れ
 

 
 

す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

｜
 一
九
五
三
、
 ニ
 、
 一
 0
 
｜
 



序
 

此
の
小
論
文
は
 、
ヘ
 プ
ル
人
の
間
に
存
在
し
た
祭
司
 

 
 

 
 

も
 て
あ
る
。
 

歴
代
 志
略
は
 、
ヘ
ル
プ
語
原
典
に
於
て
は
、
サ
ム
 ェ
 

 
 

 
 

 
 

本
吉
の
表
題
は
、
原
典
に
は
し
 ぎ
 Ⅰ
の
 
ヱ
 の
 せ
ぜ
 
が
 
5
%
 
ヨ
 

 
 

塞
 い
て
 附
 げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
 

一
 、ダ
ビ
デ
に
関
す
る
 記
趙
 

 
 

て
い
た
か
を
探
索
し
た
、
一
つ
の
 

 
 

と
し
て
用
い
つ
つ
、
或
る
点
に
 於
 

 
 

見
解
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
た
か
 

 
 

、
 と
書
 う
 に
 、
 然
ら
ず
し
て
、
 

 
 

後
約
段
階
に
至
っ
て
編
入
さ
れ
た
 

 
 

百
年
か
ら
二
百
五
十
年
の
間
に
書
 

 
 

目
的
立
場
の
史
家
で
あ
る
。
 

 
 

の
王
の
「
日
々
の
事
件
」
に
 対
 

 
 

用
い
た
ラ
テ
ン
語
の
け
 弓
 
0
 三
の
曲
に
 

歴
代
 志
略
 に
対
す
る
一
考
察
 

｜
 歴
代
 志
略
と
サ
ム
エ
タ
 

書
の
 
此 

較 

山
 

崎
 

          

古
了
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㌍ 

 
 

 
 

何
に
ダ
ビ
デ
を
重
要
視
し
た
か
 

 
 

 
 

叙
述
で
あ
っ
て
、
本
書
独
特
の
 

記
述
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

り
、
 即
ち
彼
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 

く
ち
 
よ
せ
 

 
 

 
 

一
 三
、
一
四
）
と
誌
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ェ
 な
ら
ざ
る
神
に
問
 う
 事
を
し
た
 

 
 

 
 

依
る
も
の
と
す
る
、
祭
司
的
 

 
 

 
 

キ
 シ
ュ
ア
は
一
時
に
他
界
し
て
、
 

 
 

歴
代
上
一
一
・
一
 ・
 圭
は
 サ
ム
エ
 ル
後
五
・
一
 。
 三
に
 甚
 い
て
い
る
が
、
若
し
資
料
た
る
 
 
 

 
 

Ⅰ
 -
 セ
 l 二
九
）
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル
 

 
 

 
 

は
、
ヨ
 ナ
タ
ン
に
重
要
な
地
位
を
 

 
 

イ
ス
ラ
 ヱ
ル
 民
族
の
統
一
を
念
願
す
る
故
に
、
南
北
 
の
 闘
争
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
つ
 

た
 事
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

 
 

が
 、
歴
代
 志
略
 に
は
、
ダ
ビ
 

 
 

 
 

小
群
口
で
あ
っ
た
事
が
述
べ
ら
れ
 

 
 

を
代
表
す
る
ダ
ビ
デ
の
姿
が
強
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
。
此
の
位
置
に
 

 
 

 
 

ル
書
 編
集
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
 

歴
代
 志
略
 に
対
す
る
一
考
察
 

一
一
一
一
一
一
 



百
人
な
り
」
の
 

デ
 擁
立
の
た
め
 

と
っ
て
は
、
 ダ
 

 
 

 
 

人
々
が
、
ダ
ビ
 

 
 

 
 

代
志
 略
記
者
に
 

 
 

 
 

ろ
な
く
現
わ
れ
て
 

 
 

 
 

節
 Ⅱ
 
と
 二
一
 -
 
一
 
１
匹
 0
 節
の
二
つ
 

 
 

 
 

げ
ら
れ
て
い
る
が
（
歴
代
上
一
二
 

 
 

 
 

ぬ
 0
H
.
 
し
 Ⅰ
の
口
口
の
 

ダ
 の
甘
口
の
弓
の
 
ゴ
 
Ⅱ
・
 

 
 

 
 

目
弓
 
（
田
の
 

、
 円
す
の
 い
 0
0
 
ガ
の
 0
 ヰ
の
ゴ
 
Ⅱ
 0
 廿
 

 
 

 
 

者
達
の
名
の
或
る
も
の
は
、
ダ
ビ
 

 
 

 
 

ら
か
の
資
料
に
は
 甚
 い
て
い
る
と
 

 
 

 
 

ビ
デ
の
臣
下
と
し
て
記
述
し
た
の
 

 
 

 
 

ム
ェ
 ル
前
 二
二
・
二
「
ま
た
悩
め
 

 
 

 
 

れ
と
と
屯
に
あ
る
者
は
お
 ょ
そ
四
 

あ
ま
た
 

ち
 

三
四
 

 
 

 
 

編
集
者
の
創
作
と
考
え
る
こ
と
 

 
 

 
 

目
 挿
す
）
之
は
独
立
資
料
た
る
 事
 

 
 

 
 

コ
ぬ
ぎ
由
曲
印
下
 
・
 
ロ
，
づ
ぢ
ヴ
 
山
口
内
の
 

鰻
 

 
 

 
 

認
め
て
い
る
。
 

お
 ち
 

も
て
 

 
 

 
 

の
 重
な
る
者
は
左
の
ご
と
し
」
 

 
 

 
 

の
あ
っ
た
事
を
示
し
、
以
て
彼
 

巴 



 
 

 
 

起
す
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
押
っ
 

 
 

サ
レ
ム
の
都
に
移
し
た
事
が
理
解
さ
れ
る
。
 

 
 

歴
代
 志
略
 に
対
す
る
一
考
察
 

三
五
 

 
 

 
 

 
 

ヱ
 ル
サ
レ
ム
に
運
び
入
れ
る
事
に
 

 
 

て
い
る
。
之
は
 ヱ
 ル
サ
レ
ム
が
、
新
首
都
と
し
て
 政
 治
の
中
心
と
成
る
と
同
時
に
 、
之
 

 
 

 
 

信
拠
性
を
有
す
る
 サ
 ム
ェ
 ル
 書
に
 

 
 

 
 

（
 
サ
ム
 

 
 

 
 

ら
し
む
る
を
好
ま
ず
、
 2
 を
 転
 

 
 

 
 

テ
月
間
置
か
れ
、
そ
の
家
に
 
於
 

 
 

「
ダ
ビ
神
の
櫃
を
 オベ
テ
ェ
ド
 

 
 

 
 

 
 

の
 「
軍
旅
」
 

ヨ
 リ
オ
 
勝
コ
 
か
は
「
 
テ
 

 
 

 
 

つ
た
。
 
コ
 シ
ュ
ア
 
記
 八
・
一
玉
 

 
 

 
 

処
は
腱
 
な
る
資
料
に
属
し
て
い
る
。
）
 

 
 

 
 

ら
 成
り
立
つ
て
居
り
、
そ
の
 

天
 

 
 

 
 

 
 

は
こ
 

 
 

 
 

る
や
、
直
ち
に
 

オ
ベ
デ
ェ
ド
 

そ
 の
こ
ろ
 

 
 

 
 

く
な
れ
 9
 し
（
歴
代
上
一
二
・
三
 



三
上
Ⅹ
 

ノ
 

 
 

 
 

兎
も
角
 歴
代
 志
 略
記
者
は
、
 

 
 

 
 

、
契
約
の
櫃
を
 
ヱ
 ル
サ
レ
ム
に
 

移
し
た
と
書
き
改
め
て
い
る
。
 

 
 

 
 

、
 之
が
庶
物
崇
拝
（
刊
の
芽
 千
 

 
 

 
 

に
 考
え
ら
れ
、
 
ヱ
レ
 ミ
ヤ
記
に
 

 
 

 
 

記
 一
一
一
・
一
 

レ
 
Ⅰ
）
。
 
ま
 -
 
ト
 
，
 
力
 ・
 ヤ
 （
）
 

0
 ）
 
ゲ
 
@
 

 
 

 
 

道
具
と
し
て
使
用
し
た
事
に
原
因
 

 
 

 
 

ル
サ
レ
ム
神
殿
礼
拝
に
於
け
る
 櫃
 

 
 

 
 

し
た
ヱ
 ル
サ
レ
ム
神
殿
の
構
造
が
 

 
 

ロ
モ
ソ
 ）
其
処
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
契
約
の
欄
を
置
ん
と
て
 家
の
申
に
設
け
た
り
」
（
 列
王
 上
人
 

 
 

ル
ビ
 ム
 を
造
れ
り
」
（
 同
 六
・
二
二
）
と
述
べ
・
其
の
後
 に
 「
祭
司
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
契
約
の
 

ま
さ
 

 
 

 
 

ム
は
 翼
を
櫃
の
所
に
の
べ
、
 

且
 

 
 

 
 

象
徴
で
あ
る
か
ら
、
ケ
ル
ビ
ム
 

 
 

 
 

述
 さ
れ
る
以
前
に
存
在
し
た
と
 思
 

 
 

 
 

が
 
（
出
校
友
詞
二
五
・
三
）
 
、
 此
の
 

 
 

 
 

神
殿
の
崩
壊
（
 丑
 五
 %
 五
 全
八
年
）
 

 
 

 
 

処
 に
は
祭
司
文
献
の
記
者
 の
櫃
 

 
 

 
 

だ
者
 と
考
え
る
事
が
出
来
る
。
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三
七
 

歴
代
 志
唯
 に
対
す
る
一
考
察
 

3
7
 

 
 

 
 

づ
 申
す
 
い
口
抽
の
コ
，
 

い
 の
巾
い
 

・
の
・
初
申
 

 
 

 
 

は
、
す
オ
仔
す
 
・
 円
ダ
の
毛
 。
弓
ガ
 

 
 

 
 

定
の
意
を
強
く
現
わ
し
て
居
り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
と
言
 う
に
 、
ダ
ビ
 ヂ
王
 

 
 

 
 

て
、
 櫃
を
入
れ
る
建
築
物
を
 

 
 

 
 

タ
ン
を
通
じ
て
告
げ
ら
れ
た
 神
 の 建 が 、 ゑ ナこ 

 
 

 
 

処
は
 、
サ
ム
 
エ
 ル
 符
睾
用
 
七
草
 

 
 

 
 

め
に
、
我
の
住
む
べ
 き
 家
を
建
 

 
 

 
 

家
を
建
っ
べ
か
ら
ず
」
（
歴
代
上
 
一
 

 
 

 
 

定
 を
現
わ
す
 語
 ）
が
後
者
に
 於
 

 
 

 
 

 
 

8
%
 
 

即
ち
疑
問
文
を
現
わ
す
 

 
 

つ
 後
者
に
於
て
は
此
の
語
の
前
に
、
 前
 拉
し
た
 如
 （
 、
 否
定
を
現
わ
す
語
 ら
 ・
が
附
け
 

 
 

 
 

（
Ⅰ
 

づ
の
 c
o
 
コ
の
 
宝
お
（
に
第
一
人
称
 

 
 

 
 

0
 
目
の
神
Ⅰ
 

a
c
 

（
）
の
形
）
 

と
 成
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

記
述
 と
殆
 ん
ど
同
様
と
見
ら
れ
 



一
一
一
八
 

 
 

 
 

試
 さ
れ
ず
、
次
の
ソ
ロ
モ
ン
 王
 

 
 

 
 

ム
 ェ
生
首
に
見
出
さ
れ
た
記
事
 

 
 

 
 

モ
 ノ
 に
依
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
 云
 

 
 

事
 が
出
来
た
わ
げ
で
あ
る
，
 

 
 

 
 

と
し
て
も
、
そ
の
資
料
た
る
 

 
 

 
 

エ
 ル
書
に
於
け
る
此
の
記
録
の
史
 

 
 

 
 

い
る
）
の
筆
に
拠
っ
た
も
の
で
 

 
 

 
 

潮
を
持
っ
律
法
主
義
者
の
流
を
汲
 

 
 

 
 

つ
て
、
予
言
者
を
し
て
神
の
言
 
 
 

 
 

「
 我
 
（
 
神
 ）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
 

ひ
と
な
と
 

ナ
み
 

 
 

 
 

 
 

屋
の
中
に
歩
み
居
た
り
」
（
 サ
ム
 

 
 

 
 

徴
 し
て
い
る
 事
 
（
 
ボ
セ
ア
 十
一
章
 参
 

 
 

 
 

強
く
示
し
て
い
る
。
 挨
及
 脱
出
か
 

 
 

 
 

ら
 、
家
屋
を
建
て
る
事
は
不
可
 

 
 

 
 

重
要
視
す
る
の
余
り
、
カ
ナ
ン
 

 
 

 
 

の
 居
た
事
、
ナ
ザ
レ
人
（
 民
 敬
紀
 

 
 

 
 

関
係
の
あ
っ
た
事
は
、
 列
 正
紀
 

 
 

 
 

執
着
を
持
っ
て
い
た
事
は
 、
理
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。
 而
 か
も
之
が
歴
代
 志
 略
記
者
 

 
 

 
 

す
 場
面
に
展
開
す
る
の
観
を
懐
 ィ
、
 

 
 

 
 

る
 。
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
 よ
、
汝
 

 
 

 
 

想
 仰
信
仰
生
活
と
考
え
て
い
た
 

 
 

 
 

説
く
予
言
者
の
前
に
立
つ
ダ
ビ
デ
 

 
 

 
 

い
る
歴
代
 志
路
 上
第
十
五
章
に
 於
 

 
 

 
 

 
 

者
を
「
 只
 レ
ビ
人
の
み
」
と
限
定
 

 
 

し
っ
 

 
 

 
 

と
 奉
と
鋳
鉄
な
ど
の
楽
器
を
持
 

 
 

 
 

は
異
る
 意
味
の
対
陣
 を
 、
予
言
 

 
 

む
 者
の
当
然
に
懐
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

例
え
ば
「
神
の
契
約
の
櫃
」
 

 
 

 
 

而
 か
も
歴
代
忠
昭
上
一
三
・
一
 
｜
 

 
 

ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

れ
を
ゆ
る
し
た
ま
は
 ば
、
我
 

 
 

 
 

祭
司
と
レ
ビ
 
人
 と
に
至
ら
せ
、
 

 
 

二
・
一
 
1
.
-
 

一
）
 

0
 

 
 

 
 

「
留
ま
れ
る
」
は
 
巨
銭
 日
ぃ
 
の
 F
,
 

 
 

 
 

動
詞
の
之
も
 ァ
 ・
七
円
 ヴ
田
ヨ
 

三
九
 

ぽ
代
 志
略
 に
対
す
る
一
考
察
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四
 O
 

 
 

 
 

此
の
単
語
は
、
俘
囚
後
に
於
て
 

 
 

 
 

一
二
年
）
、
 

北
 王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 

 
 

 
 

に
 対
し
て
、
用
い
ら
れ
た
語
で
 

 
 

 
 

々
の
中
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
 事
 

 
 

 
 

志
 略
記
者
の
時
代
に
は
、
 

ヱ
ル
 

 
 

 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
潰
れ
る
者
」
を
 

 
 

 
 

を
 懐
い
て
い
た
故
に
、
そ
の
理
由
 

 
 

 
 

く
 必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
 

 
 

 
 

 
 

に
 集
ま
ら
し
め
 ん
 し
と
す
る
 前
 
 
 

 
 

場
合
に
も
「
 放
 ら
も
し
之
を
善
七
 

サ
 
Ⅰ
 ら
 

 
 

 
 

ダ
 0
 人
々
の
兄
弟
た
る
「
潰
れ
 

 
 

 
 

事
が
 、
こ
の
記
述
の
中
に
充
分
 

 
 

 
 

ば
な
り
」
（
一
二
・
 口
 ）
と
記
載
し
 

 
 

 
 

ま
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
を
こ
 

 
 

二
 、
歴
代
 志
酪
に
 於
け
る
特
殊
な
用
語
 

 
 

A
 宗
教
思
想
的
用
語
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

顔
を
た
 づ
ね
よ
 し
（
歴
代
上
 一
 40 



 
 

四
一
 

歴
代
 志
略
 に
対
す
る
一
考
察
 

 
 

 
 

あ
ほ
 

 
 

ん
 」
と
誌
し
、
そ
の
次
の
節
に
は
 聖
所
 た
る
べ
 き
家
、
 
即
ち
神
殿
建
設
の
事
に
言
及
し
 

士
ハ
 
・
 一
 
0
 、
一
一
）
 

 
 

 
 

」
の
意
味
を
有
っ
て
い
る
（
 ョ
 

 
 

 
 

あ
の
 
ダ
 も
「
践
む
」
又
は
「
打
ち
 

 
 

 
 

"
 
て
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
類
似
 

し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

二
九
・
八
等
に
見
ら
れ
る
が
、
 

 
 

 
 

変
化
を
含
む
）
に
よ
っ
て
「
ヤ
ハ
 

 
 

 
 

、
二
二
・
一
九
、
二
八
・
九
、
下
一
二
 

 
 

 
 

九
 、
三
一
・
二
一
、
三
四
・
三
）
。
 

ヤ
 

 
 

 
 

求
め
ず
し
て
、
医
師
を
求
め
た
 

 
 

 
 

様
で
あ
る
。
然
る
に
予
言
者
達
 

 
 

 
 

（
 
イ
 ザ
 ヤ
 ）
な
る
文
章
を
構
成
し
 

 
 

 
 

げ
る
「
 善
 」
を
指
し
て
い
る
の
 

 
 

 
 

ょ
 」
な
る
句
に
か
け
 ろ
 
「
求
め
 

 
 

 
 

践
 せ
よ
」
の
意
味
で
あ
る
。
 然
 

 
 

 
 

之
が
 語
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 



 
 

 
 

歴
代
 志
略
に
 於
て
特
殊
な
用
法
と
 

成
っ
た
所
以
は
 、
 之
が
 レ
ビ
 の
祭
儀
的
役
割
と
し
て
、
 

 
 

れ
を
果
す
者
が
レ
ビ
族
に
限
ら
れ
 

 
 

 
 

 
 

処
 で
も
ピ
ー
 エ
ル
 形
で
あ
 っ
 

 
 

 
 

用
い
て
、
神
の
力
及
び
神
 よ
 り
 

 
 

 
 

の
 語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
。
 

 
 

B
 
祭
儀
的
用
語
 

 
 

 
 

 
 

抹
 す
る
も
の
と
解
す
る
事
が
出
来
 

 
 

 
 

は
 悪
の
道
か
ら
方
向
転
換
し
て
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

用 解 て   渋 さ い 
な れ る 

芭 三 % 驚岱 通 る   
由比占用 路 じ 。 此 

て 少 の   予 く 文 
言 と 章 
者 も か   と「 魔神権 ら 
代 を 測 
志 、 求 を 
略 め 進 

記 者 るめ 」 る 

の こ な   相 と ら 
異 を ゥ 3 ミ 

  
な 形   
見 に 「 

顕 ， ロ、 二 

  

  る ば め 
と " る 

形 ぽ 、 神 」 

  ぅ殿と 。 に は 
天 て 「 

一が 、 ら 礼 ヤ 
挿 ハ 
す ゥ 
る ェ 
事 な   と ネし 

成 拝 る   る す     め で」 る 

  形     
医 て 四 に れ     さ 称 : て   

    
  我 三 あ 的 の 理 
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四       

 
 

 
 

・
一
七
、
 

亡
 
Ⅰ
：
九
・
一
二
、
一
九
、
 

 
 

 
 

二
 0
 、
 二
 Ⅰ
 二
 Ⅰ
二
九
・
七
、
 

 
 

、
一
六
、
二
一
、
三
五
・
 

ニ
 、
 
二
 0
 、
一
五
、
一
六
）
 

三
 、
歴
代
 志
 略
記
者
の
根
木
方
針
 

A
 
 歴
史
記
述
の
特
色
 

歴
代
 志
略
 に
対
す
る
一
考
察
 

二
八
・
 

何
不
 

 
 

器
 と
し
て
用
い
ら
れ
、
 

 
 

0
 
.
 

二
八
、
二
九
・
一
一
六
・
 

 
 

卸
 す
卸
す
 
ア
 
の
 
叫
ヰ
 す
 つ
 が
 

 
 

一
七
、
一
レ
 

巾
 
）
。
 

つ
と
め
 

 
 

え
る
」
を
意
味
す
る
 

 
 

二
八
 

二
 %
 ト
 二
八
）
。
 

 
 

を
 供
え
 

 
 

を
 意
味
す
 

 
 

い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
 

 
 

予
言
者
で
は
な
く
、
所
謂
 

 
 

例
え
ば
歴
代
 志
 上
二
五
 

つ
と
め
 

 
 

他
志
不
二
九
・
三
 0
 に
は
 

述
 し
て
い
る
。
 

 
 

す
 事
が
 

 
 

に
 於
て
 

ね
 う
は
ち
 

 
 

」
と
 記
 

 
 

 
 

事
が
 ：
供
物
を
献
ず
る
に
準
じ
 

た
 重
要
な
位
置
を
占
め
た
事
を
、
意
味
す
る
。
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実
 て
あ
る
が
、
歴
代
 志
 略
記
者
は
、
 

 
 

神
殿
に
入
っ
て
杏
を
焚
こ
 う
 と
し
た
。
 

 
 

と
は
、
汝
の
な
す
べ
 
き
 所
に
あ
ら
ず
」
 

  

  

斬
 る
業
病
に
捕
え
ら
れ
る
事
は
、
異
常
な
罪
悪
の
 

之
を
知
っ
た
祭
司
 ア
ザ
 リ
ヤ
は
八
十
人
の
祭
司
を
 

と
古
け
、
香
を
た
く
事
が
、
ア
ロ
ン
系
祭
司
の
職
 

代
志
略
に
砕
 い
て
歴
史
記
述
の
変
更
に
ま
で
 干
 

見
出
さ
れ
る
歴
史
経
過
が
、
上
述
の
原
理
に
合
 

さ
え
 敢
 て
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
 列
 正
紀
路
上
 

人
物
（
 十
 Ⅰ
十
二
節
）
と
し
て
記
述
し
た
が
、
 

る
 。
然
る
に
 志
 略
記
者
は
、
 ア
 サ
が
晩
年
に
扱
 

ち
 予
言
者
ハ
ナ
目
の
口
を
通
し
て
、
ア
サ
王
が
 

し
て
、
彼
が
神
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
事
を
予
 

へ
 「
汝
は
愚
な
る
事
を
な
ぜ
 り
 」
と
の
論
断
を
 

し
て
い
る
（
歴
代
春
時
下
一
六
，
 
キ
 
一
こ
 

 
 

る
 。
即
ち
後
者
に
於
て
は
、
資
料
に
於
て
 

 
 

に
 則
っ
た
も
の
の
如
く
に
書
き
改
め
る
 事
 

 
 

為
し
」
 た
 人
物
、
「
諸
の
偶
像
を
」
除
い
た
 

 
 

 
 

」
（
二
十
三
節
）
と
有
り
の
偲
を
誌
し
て
い
 

 
 

ろ
斯
る
 不
幸
を
生
ず
る
に
至
っ
た
原
因
と
 

 
 

実
で
あ
る
か
の
如
く
叙
述
し
て
い
る
。
 即
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
事
に
対
す
る
非
難
の
言
葉
を
述
 

 
 

し
 、
予
言
者
を
獄
屋
に
入
れ
た
、
と
記
述
 

 
 

四
四
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 対
し
て
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
 幸
 

 
 

 
 

。
 斬
 る
原
理
は
、
予
言
者
的
 精
 

 
 

 
 

て
見
出
さ
れ
る
。
併
し
歴
代
 志
略
 

 
 

 
 

参
進
め
て
、
祭
司
的
特
色
、
 即
 

 
 

 
 

じ
た
中
食
 記
的
 歴
史
観
が
 、
歴
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更 め 、 る 歴 を 三 は 移 サ ゆ た 記 そ い に で 
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祭 事 シ 述 志 儀 め 一 く れ ム れ の を 反 か そ， 

に 、 悪地面 @ ㌧ 二群 

て : 。 ど 

懇 親 
を 明 
発 し し 

蹴 合 う を 王 
る の 

間 行 
に 為 
  を 

癩 阻 
病 止 
そ し 

扱 い 就 勅 し   の よ 

額 う   
職 歴 述 二 別 

起 としに 
ね た 
り か 
」   

と 王   記 は 
述 「   
し 怒 

人 、 共 一代 歴ヒせ ゼ、 て き   い 発 
  る し 

ね 、 王 し     
る 於 れ と でそ 紀ャ為   

サブ @ 

就 異 る   ゥ な 手に ヱ、 ノ ・ 

一 と 

六り 上 -  て     
士，   。 杏 

    マ ピ轟二   
記か 四二 五 I 

    

ろア Ⅰ ，迂 
ャこ   

於 
て 且｜ 想 q 甲 ", 、五章， 自   やし 

詳 に 描 年 の 来 ビ れ ン 壇   
述 身 於 写 
し を て に 

m,  の 
の 間代、 ・歴ず 口 ンヱ曳築行 をにを 善 せ 祭 



Ⅱ
Ⅱ
 

市
 上
ハ
 

て
い
る
。
 

結
語
 

 
 

 
 

而
 か
も
前
述
の
如
く
、
ギ
リ
 

 
 

代
の
宗
教
家
の
立
場
に
立
つ
て
い
た
。
 

 
 

 
 

ず
ェ
 ジ
ブ
ト
、
バ
ビ
ロ
ン
、
 

 
 

だ
け
の
社
会
を
構
成
し
て
い
た
。
 
ヱ
 ジ
ブ
 ト
 に
出
現
 し
た
 ユ
ダ
ヤ
人
社
会
に
於
て
は
、
 

 
 

 
 

方
 に
は
、
ゲ
リ
ジ
ム
山
に
神
殿
 

 
 

 
 

殿
 で
あ
る
 可
キ
善
筈
 
で
あ
る
事
を
 、
 

 
 

 
 

一
 
神
殿
）
を
建
立
す
る
記
事
は
 、
 
 
 

 
 

の
 記
述
の
申
に
書
き
込
み
、
 ギ
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

及
び
社
会
的
規
範
は
、
細
部
 

 
 

を
 推
進
す
る
意
図
を
有
っ
て
い
た
歴
代
 志
 略
記
者
は
、
 祭
司
文
献
の
歴
史
記
述
の
続
篇
 

 
 

で
あ
る
。
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